
戦略会議の進め方について 

 

〇設置要綱 目的 

これからの地域社会を担う人材を育成するため、市内の高等学校及び地域が協働した教

育環境づくりの具体的な方法等を検討することを目的とする 

 

①戦略会議の役割（令和 3年度 第 1回会議資料より） 

高校の魅力化を含め、高校と地域との連携戦略を協議する場 

・取組の主役である生徒の自己実現を応援する 

・主体的に判断し、生き方を形成していく力をつける学びと実践のキャリア教育の提供

方法等を協議する 

・それぞれの高校の特徴や環境を活かした学習カリキュラムの構築を応援する 

 

②今年度の取組とスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 月 協議内容 

1回 6月 

・戦略会議の進め方について 

・生徒アンケート調査について 

・現状の連携状況の共有 

2回 8月 
・アンケート結果集約 

・アンケート結果を踏まえた連携の取組のアイディア協議 

3回 10月 
・令和 4年度に実施する取組協議 

・実践のための協働体制のあり方協議 

4回 12月 

・来年度の取組内容協議 

・今後検討すべきテーマ 

・中学校 3年生への進路決定後アンケート調査について 

5回 3月 ・今年度のふりかえり 

※当該会議で戦略を協議するのは 2年間 

※1年ごとに次図のサイクルを回し、3年目以降も取組を継続させていく 

状況・課題・要望等の把握 取組の方向性の検討・決定 

取組の方策の検討・決定 取組の方策の実施 

具体化 

分析 

連絡調整 

連絡調整 
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③生徒アンケート調査 （資料 3・資料 4） 

１ 目的 

・主役である生徒の高校に対する気持ちやニーズ、抱える課題などの現状を把握するた

め、インターネットアンケートを実施する 

・アンケートを毎年実施することで、高校と地域の連携の取組による指標値の変化を確

認していく 

・アンケート調査の回答を、今後の高校の魅力化の工夫・改善につなげていく 

 

２ 実施方法 

期間：6月 日～6月  日 

方法：グーグルフォームによるインターネットアンケート 

     QRコードを生徒に伝え、スマートフォン等により回答 

 

３ アンケート対象者 

吉田高校、向原高校に通う生徒全員 

 

４ アンケートの設計 

基本事項      10問 

高校に関すること  11問 

地域社会との関わり 9問 

 

 

④指標の設定 

今年度のアンケート結果を現状数値とし、毎年、調査を重ねていくことで、数値の変動を

図っていく 

 

「通ってよかったと思える高校」 

（案） 

・現在通っている高校（学科）を、弟や妹、後輩などに進めたい 

・現在通っている高校での生活を満足している 

・大人になって実現したい夢がある 

 

 

 


